
長い文章を よんで えらぼう
小3／少し長い 文章を よんで、文章に 書いて ある ことを2つ えらびましょう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

1　わたり鳥の たびを よんで、文章に 書いて ある ことを2つ えらびましょう。
つばめは あたたかい き節に 日本へ やってきて、す作りを して ひなを 育てます。
さむく なると、南の あたたかい 国へ とんで いきます。何千キロも はなれた 場し
ょまで、休みながら とびつづけます。同じ つばめが、次の 年も 同じ 家に もどって
 くる ことが あります。

1 つばめは、雨が ふる 前に ひくく とぶ ことが ある。

2 つばめは、田んぼの どろを くちばしで はこんで すを 作る。

3 つばめの すは、どろと かれ草を まぜて できて いる。

4 つばめは、あたたかい き節に 日本で ひなを 育てる。

5 前の 年と 同じ 家に、つばめが もどって くる ことが ある。

2　サケの 一生を よんで、文章に 書いて ある ことを2つ えらびましょう。
サケは 川で 生まれ、しばらくすると 海へ 下って 大きく 育ちます。数年 たつと、
生まれた 川に もどってきて たまごを うみます。長い たびの あいだ、たきを とび
こえたり、てきに おそわれたり しながら、もとの 川を めざします。

1 サケは、数年 たつと 生まれた 川に もどって くる。

2 サケは、たきを とびこえながら 川を のぼる。

3 サケの 体は、海に いる あいだ 銀色に 光る。

4 サケは、たまごを うむと その多くが 一生を おえる。

5 サケは、生まれた 川の においを たよりに もどると いわれる。


